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研究成果の概要（和文）：本研究では、マルセル・モースの技術論の再考に基づく技術の人類学

の枠組みを開発し、それに基づいてタイの土着の機械工業についての民族誌的研究を行った。

成果の主なものは単著として近々出版されるほか、国際学会などで発表され、当初の目的を十

分に果たすことができた。また、本研究の国際的な成果発表は海外の研究者からも注目を集め、

科学技術の人類学についての国際的なネットワークが形成されるなど、予想以上の成果を上げ

ることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The project has achieved the proposed goal by developing theoretical 
framework for anthropology of technology based on insights of Marcel Mauss. Based on this 
framework principal investigator finished the manuscript of ethnography of indigenous 
engineering in Thailand, which is going to be published in the subsequent year. In addition 
to that, the presentations of the research at international conferences and meetings 
attracted much attention from international audience and led to the formation of a new 
international network of researchers working on anthropology of science and technology. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景となったのは、1990 年代以
降の人類学を取り巻く次のような状況の変
化である。 
 この時代には、グローバル化の進行に伴い、
従来の人類学が「伝統社会」と呼んできた文
化的に独自で、社会的経済的に一定の自立性
を保つ社会を見いだすことがますます困難

になってきた。このことによって、現代生じ
ている経済発展や社会変化に人類学的な方
法でアプローチすることの重要性が増し、科
学技術の人類学をはじめとする新たな分野
が登場した。だが、その一方で、新しい研究
領域と従来の人類学がどのように関連し、互
いにどのような利益を得ることが出来るか
は依然として不明瞭な点が残されていた。 



 このような背景のもとで、本研究は次のよ
うな視点から、従来の人類学と新たな分野で
ある科学技術の社会的研究を結びつけるこ
とを試みた。第一の着目点は、20 世紀の初頭
に技術について広範な議論を行ったマルセ
ル・モース（Marcel Mauss）の議論を現在に
復活させることである。モースはすでに近代
的な機械技術と農業、工芸といった伝統的な
技術を包含する技術論の体系を構想してい
た。第二の着目点は、この視点を現在のグロ
ーバル化するエンジニアリングの展開に応
用し、同時代的な民族誌を執筆することであ
る。 
 
２．研究の目的 
 上で述べた通り、本研究の目的は次の通り
である。第一の目的は、マルセル・モースの
技術論の再評価をもとに近年の技術史、科学
社会学の成果を取り込んで、技術の人類学の
理論的な枠組みを構築することである。第二
の目的は、このような理論的検討の成果に基
づいて、タイにおけるエンジニアリングの発
展とそのグローバルな背景についての民族
誌を執筆することである。 
 本研究ではまた、上記の作業の過程で、海
外での学会・研究会発表、海外研究機関での
滞在などを行い、成果を国際的に発信するこ
とも目的としている。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために、本研究では
理論的研究とフィールド調査の二つの方法
を用いた。 
 第一の理論的検討においては、近年英訳さ
れたマルセル・モースの技術論の精読、さら
にモースから深い影響を受けたと考えられ
る マ リ リ ン ・ ス ト ラ ザ ー ン （ Marilyn 
Strathern）の著作を検討するとともに、こ
れらの研究と近年の科学技術論との関係を
考察した。とくに科学技術論の主導的な研究
者であるブルーノ・ラトゥール（Bruno 
Latour）とストラザーンの間には興味深い交
流が見られる。ここでは、この三者を中心に
して技術を巡る人類学的な関心の展開を考
察した。 
 第二の方法は、タイにおけるフィールド調
査である。ここでは次の三つの場所に焦点を
当てて、エンジニアリングのグローバルな活
動のネットワークを明らかにした。第一の焦
点は、申請者が大学院博士課程以来調査を行
っているタイ東北地方の工場を中心にした
土着の機械工業のネットワークである。分業
関係にある複数の工場、原料の輸入業者、顧
客である農民などからなるこのネットワー
クの調査では、技術が東北タイ地域の社会お
よび生態とグローバルなモノと情報の流れ
をどのように結びつけているのかを検討し

た。第二に焦点を当てたのは、バンコクを中
心にしたエンジニア教育、先進国からの技術
移転、政府の技術機関といったいわゆる先進
的なエンジニアリングの展開である。ここで
は高等教育、科学研究における近年のグロー
バル化が、上記の土着の機械技術とどのよう
な関係にあるのかを検討した。 
 
４．研究成果 
 マルセル・モースの技術論を再評価すると
ともに、現代の事例をとおしてさらなる枠組
みの発展を目指すという本研究の計画は、予
想以上のペースで達成され、最終年度は主に
国際的な成果発表を中心にして追加的な活
動を行った。この成果発表は、海外で一定の
評価を受け、科学技術の人類学についての国
際的なネットワークの形成につながるなど、
予想以上の成果を上げることができた。 
 第一に、本研究の全体的な成果については、
『野生のエンジニアリング：タイにおける土
着の機械技術の民族誌』というタイトルで著
書の執筆を行い、すでに草稿が完成している。
この出版に際しては、学術振興会より研究成
果公開促進費の助成を受けて、平成 23 年度
中に出版することが確定している。 
 本書では、第一に、モースの技術論をスト
ラザーンらの議論をふまえて再検討し、技術
そのものの持つ多様性に焦点を当てて、物質
的な実践がいかに社会的な関係を生み出す
のかを検討する理論的な枠組みを構築した。
さらに、それをふまえてタイにおける土着の
機械技術の概要、歴史的背景を明らかにした。
この技術は、海外からの組織的な技術移転で
はなく、輸入された機械を独学の機械工たち
が修理することを通して形成されたインフ
ォーマルなものである。本書では、このよう
な歴史的特徴に焦点を当てて、海外からもた
らされた機械というモノがどのように新た
な社会関係を生み出したのかを民族誌的に
明らかにした。 
 これと並行して、申請者は上記の事例に
ついての国際発表を Society for Social 
Studies for Science、大阪大学、コペンハ
ーゲン大学、コペンハーゲン情報技術大学、
台湾国立陽明大学などで行ってきた。さら
に、申請者は Society for Social Studies 
of Science にて、デンマークの研究者らと
ともに科学技術の人類学についての大規模
な分科会を組織し、発表者 13 名、コメンテ
ーター3 名を集めて関連する事例の比較討
論を行った。ここで得られた知見の一部は、
学会誌『文化人類学』や分担執筆の著書に
発表された。また、分科会の発表の一部は、
その後国際ジャーナル East Asian Science, 
Technology and Society に特集として採用
され、現在執筆中である。 
 この特集論文執筆にあたっては、日本人



の著者と国際ジャーナル掲載経験のある外
国人の著者および協力者が、ワークショッ
プ形式で執筆を行う新しい試みを導入した。
このワークショップは、申請者の英語での
執筆能力にかなりの進展をもたらしただけ
でなく、参加した日本人若手研究者にとっ
ても大きな効果を上げることができた。 
 さらに申請者がコペンハーゲン情報技術
大学などで行った本研究の理論的な成果を
総括した英文による発表は、デンマークの
共同研究者から注目を受け、国際雑誌の特
集号の構成論文に採用された。本論文につ
いては現在執筆中で、近く査読のプロセス
に入る予定である。 
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